
葦
牙
壁
陶
画
国
民
堅
配
国

ミ
ミ
‐、
対
談
撮
る
こ
ど
と
言
葉
劃
に
煕
明
・
七
：
墨
曉
日

‘ 

璽
一
■
■
歴
一
い
Ｉ
趨
侭
一
周
』
掴
曜
畷
噴
小
川
１
１
・
’一
■
一
遍
睡
一
》
−
１
．

一
蕊
醒
麗
禺
Ⅱ
１
■
一
■
■
■
■
１
１
‐‐‐鴫
１
１
１
‐！
’ｉ
‐‐‐‐ｉ
‐１
−
鑓
磯
醗
璽
Ｉ
‘‐．
ｌ
砺
畷
便
。
Ⅱ
・
・
Ⅲ
，
．
囑
繍
鰯
‐‐｜

‐
淵

、

‐
Ｊ

・

趣

対
談
撮
る
こ
と
と
言
葉

「
長
崎
マ
ン
ダ
ラ
」
展
に
み
る
日
本
論
の
再
構
成
癖
東
松
照
明
・
中
里
喜
昭

二
十
一
世
紀
に
お
け
る
社
会
主
義
と
日
本
国
憲
法
の
愈
遅
灘
田
口
富
久
治

方
便
の
門
を
開
く
異
形
の
神
ｌ
青
来
有
一
『
聖
水
』
論
・
中
野
信
子

小
説
ア
フ
リ
カ
か
ら
吹
い
て
き
た
風
画
牧
梶
郎

１
１

_』

地球の皮膚のような干潟の表面、人間の皮膚で
も同じで、被写体がもってる、表面のマチエル

に惹か放る。だから潅、彫刻家になったほうが
いいと思うくらい、手ざわり感がすきで、触覚

的なんです。被写体と向き合うと、問題意識、

原爆なら原爆とは別次元で、やっぱりそのもの

に惹か枚てしまう。
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二
勺
廻
麺
細
廻
釦
刑
『
剖
制
封
判
宰
祁
》
鐸
●
一
ゞ
一
却
旅
〉
一
一
ゞ
》
ゞ
‐
執
誇
‐
》
ゞ
率
●
》
や
‐
一
ゞ
然
一
ゞ
跡
‐
‐
一
ゞ
一
．
一
●
慧
印
哩

鈍
鶚
‐‐磐
一
‐ノ
ュ
・
学
．
．
‐‘謡
．
感
・
・
』
獺
寺
・
・
‐〒
‘ｊ
・
』
．
、
『
・
・
‐

一
団
一
斗
印
一
一
》
ゞ
，
可
一
《
一
「
が
一
ユ
’一
》
〈
へ

Ｆ
罰

『
戦
後
日
本
政
治
学
史
』
：
：
…
…
：
：
：
…
：
：
…

『
取
り
替
え
子
チ
ェ
ン
ジ
リ
ン
グ
』
…
：
：
：
：
…

『
闇
を
拓
く
光
』
…
：
：
…
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
…

『
暗
き
時
代
の
抵
抗
者
た
ち
』
…
：
：
：
：
：
：
…

『
歴
史
の
な
か
の
中
国
文
化
大
革
命
』
：
…
：

『
囚
わ
れ
人
ア
ン
ト
ニ
オ
・
グ
ラ
ム
シ
』

『
熊
の
敷
石
』
…
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
…

田
口
富
久
治
『
戦
後
日
本
政
治
学
史
』
を
読
む

Ｉ
私
的
断
想

田
口
冨
久
治
著
『
戦
後
日
本
政
治
学
史
』

藤
田
省
三
『
精
神
史
的
断
章
」
（
平
凡
社
、

一
九
八
二
年
）
中
に
、
「
市
村
弘
正
『
都
市
の

周
縁
』
を
め
ぐ
っ
て
」
と
い
う
絶
品
が
あ
る
。

『
伝
統
と
現
代
』
七
八
年
二
月
号
に
掲
載
さ

れ
た
市
村
弘
正
の
論
文
を
レ
ビ
ュ
ー
し
な
が

ら
，
「
読
む
」
と
い
う
行
為
の
意
味
と
、
そ
こ

加
藤
哲
郎

で
の
思
想
的
緊
張
を
教
え
て
、
味
わ
い
深
い
。

た
と
え
ば
引
用
の
仕
方
。
江
戸
末
期
の
「
裏
店
」

を
描
く
に
際
し
て
、
市
村
が
引
用
し
た
の
は
武

陽
隠
士
『
世
事
見
聞
録
』
と
寺
門
静
軒
『
江
戸

繁
盛
記
』
の
二
冊
の
み
だ
っ
た
。
だ
が
藤
田
は

い
妄
フ
。

加
藤
哲
郎

山
根
献

上
原
真

長
野
芳
明

牧
梶
郎

森
川
貞
夫

吉
田
悦
郎

「
私
た
ち
は
、
市
村
氏
が
こ
の
二
冊
だ
け
し

か
読
ん
で
い
な
い
な
ど
と
い
う
表
面
的
な
判
断

を
下
し
て
は
な
ら
な
い
。
総
読
書
目
録
を
全
ゆ

る
場
合
に
開
陳
し
て
い
い
気
に
な
る
風
習
を
持

つ
ア
カ
デ
ミ
シ
ャ
ン
は
、
と
か
く
鈍
感
に
も
そ

う
い
う
軽
率
な
即
断
を
し
や
す
い
も
の
で
あ
る

が
、
…
・
・
・
も
し
行
文
の
一
行
一
行
の
中
に
包
み

込
ま
れ
て
い
る
含
意
の
程
を
読
み
取
る
な
ら
、

こ
の
論
文
の
こ
の
章
の
中
に
は
、
引
用
さ
れ
て

い
る
二
冊
の
代
表
的
な
書
物
の
他
に
、
戦
前
の

江
戸
社
会
の
研
究
家
を
始
め
最
近
の
専
門
史
学

者
に
至
る
ま
で
の
諸
調
査
が
ち
ゃ
ん
と
取
捨
選

択
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
化
政
・

天
保
当
時
の
代
表
的
な
二
冊
の
著
書
か
ら
の
引

、
ロ
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用
が
叙
述
を
生
々
と
同
時
代
的
に
支
え
る
も
の

と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
抑
制
を
無
知

と
取
り
違
え
る
者
が
い
た
と
し
た
ら
、
そ
れ
は

救
い
難
い
『
読
み
方
知
ら
ず
」
と
言
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
引
用
の
仕
方
と
い
う
も

の
は
そ
の
ぐ
ら
い
大
事
な
意
味
を
包
含
す
る
も

の
で
あ
り
、
引
用
の
取
捨
に
際
し
て
働
く
、
「
知

識
の
店
開
き
」
に
対
す
る
抑
制
こ
そ
が
叙
述
の

象
徴
的
要
約
性
を
保
証
す
る
も
の
な
の
で
あ

る
。
」田

口
富
久
治
氏
か
ら
、
新
著
『
戦
後
日
本
政

治
学
史
」
を
送
っ
て
い
た
だ
い
た
。
総
計
四
七

○
頁
、
ず
っ
し
り
と
重
い
。
私
は
ち
ょ
う
ど
、

国
際
会
議
用
の
英
語
原
稿
を
か
か
え
陣
吟
し
て

い
た
。
い
く
つ
か
の
論
孜
は
初
出
で
読
ん
で
い

る
。
と
り
あ
え
ず
の
御
礼
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

で
の
宣
伝
の
み
に
し
て
、
後
で
じ
っ
く
り
味
わ

っ
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
『
葦

牙
』
同
人
山
根
献
氏
か
ら
電
子
メ
ー
ル
。
次
号

に
入
れ
た
い
の
で
二
週
間
で
書
評
を
書
け
、
と

い
う
。
英
語
論
文
の
締
切
と
重
な
り
い
っ
た
ん

お
断
り
し
た
が
、
メ
ー
ル
入
稿
な
ら
遅
れ
て
か

ま
わ
な
い
か
ら
是
非
書
け
と
い
う
。
引
き
受
け

て
い
っ
た
ん
読
み
出
し
た
ら
止
ま
ら
な
い
、
面

白
い
の
で
あ
る
。
政
治
学
者
に
と
っ
て
は
、
博

引
強
記
の
百
科
全
書
で
あ
り
、
文
献
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
で
あ
り
、
学
会
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
に
な
る
。

丸
山
真
男
論
と
し
て
読
む
の
が
本
筋
だ
ろ
う

が
、
日
本
政
治
の
構
造
論
と
し
て
も
面
白
い
。

私
の
英
語
原
稿
は
、
中
断
し
て
し
ま
っ
た
。

戦
後
日
本
の
政
治
学
は
、
丸
山
真
男
「
科
学

と
し
て
の
政
治
学
」
（
一
九
四
七
年
）
か
ら
出

発
し
た
。
「
ス
タ
ー
ト
台
」
「
知
的
共
有
財
産
」

と
し
て
の
丸
山
と
辻
清
明
か
ら
、
福
田
歓
一
、

京
極
純
一
、
福
島
新
吾
、
岡
義
達
、
永
井
陽
之

助
、
石
田
雄
、
神
島
二
郎
、
升
味
準
之
輔
、
篠

原
一
、
足
立
忠
夫
ら
に
よ
る
「
戦
後
政
治
学
の

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
「
百
花
斉
放
」
へ
と
読
み
進

み
、
「
戦
後
政
治
学
の
新
展
開
」
を
松
下
圭
一

か
ら
高
畠
通
敏
へ
と
つ
な
ぐ
藤
田
省
三
の
と
こ

ろ
で
、
詰
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
藤
田
の
「
経
験
」

概
念
の
実
践
的
・
論
理
的
・
認
識
論
的
含
意
を

森
有
正
の
そ
れ
と
比
較
対
照
す
る
知
の
課
題
を

提
示
さ
れ
た
上
に
、
冒
頭
に
引
い
た
藤
田
「
市

村
弘
正
「
都
市
の
周
縁
』
を
め
ぐ
っ
て
」
に
「
書

評
の
名
手
と
し
て
知
ら
れ
る
著
者
が
も
の
し
た

書
評
の
白
眉
の
一
つ
」
と
注
釈
が
つ
け
ら
れ
、

「
書
評
と
は
こ
の
よ
う
に
書
き
た
い
も
の
で
あ

る
」
と
あ
る
。
深
読
み
す
れ
ば
、
本
書
の
あ
り

う
べ
き
書
評
へ
の
著
者
田
口
氏
の
注
文
で
あ

り
、
鈍
感
で
軽
率
な
ア
カ
デ
ミ
シ
ャ
ン
へ
の
伏

線
で
あ
る
。
な
に
し
ろ
本
書
索
引
に
登
場
す
る

日
本
人
研
究
者
は
三
百
人
余
、
さ
ら
に
外
国
人

が
百
数
十
人
。
主
題
的
に
論
じ
ら
れ
る
の
は
、

著
者
自
身
が
梁
山
泊
の
一
員
で
あ
っ
た
新
制
東

大
法
学
部
政
治
学
研
究
室
の
丸
山
か
ら
高
畠
へ

の
多
元
的
流
れ
と
、
「
新
し
い
流
れ
」
と
し
て

の
「
戦
後
政
治
学
の
変
貌
と
「
レ
ヴ
ァ
イ
ア
サ

ン
」
の
登
場
」
と
は
い
え
、
参
照
著
作
・
論
文

は
数
千
に
及
び
、
そ
れ
は
数
万
の
中
か
ら
「
ち

ゃ
ん
と
取
捨
選
択
さ
れ
て
い
る
」
・

そ
の
う
え
本
誌
「
葦
牙
」
は
、
「
文
学
と
思

想
の
雑
誌
」
で
あ
る
。
概
要
を
紹
介
し
て
一
言

と
い
う
新
聞
書
評
風
で
は
済
ま
な
い
。
学
会
的

論
点
を
抽
出
し
専
門
的
コ
メ
ン
ト
を
付
す
と
い

う
同
業
組
合
的
レ
ビ
ュ
ー
も
ふ
さ
わ
し
く
な

い
。
い
や
、
藤
田
省
三
水
準
の
書
評
を
所
望
さ

れ
た
ら
，
紹
介
と
コ
メ
ン
ト
の
双
方
を
昇
華
し

た
う
え
で
、
「
思
想
的
彫
り
の
深
さ
と
鋭
さ
、

お
よ
び
リ
リ
ッ
ク
で
的
確
な
表
現
」
（
田
口
氏

の
藤
田
評
）
を
求
め
ら
れ
る
。
そ
ん
な
「
文
学

的
」
レ
ビ
ュ
ー
は
、
も
ち
ろ
ん
私
の
手
に
余
る
。

本・文 学 と 思 想
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だ
か
ら
こ
こ
で
は
、
田
口
氏
の
厳
し
い
学
問

的
箭
を
く
ぐ
っ
て
、
私
自
身
も
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
に

言
及
さ
れ
え
た
唯
一
の
領
域
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
駆
使
す
る
手
法
も
と
れ
な
い
。
国
会
図
書

館
が
一
九
四
八
年
以
降
今
日
ま
で
受
理
し
た
約

二
百
万
件
の
文
献
中
で
、
「
政
治
学
」
の
タ
イ

ト
ル
名
で
検
索
で
き
る
の
は
一
○
○
二
件
、
「
丸

山
真
男
」
は
六
六
件
、
著
者
名
な
ら
「
田
口
富

久
治
」
は
「
丸
山
真
男
」
六
二
件
と
全
く
同
数

で
、
ま
だ
本
書
は
登
録
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、

本
書
で
田
口
氏
の
著
訳
書
数
は
丸
山
を
越
え

る
、
と
い
っ
た
書
誌
学
的
計
量
分
析
は
や
め
て

お
こ
う
。
「
葦
牙
』
読
者
に
と
っ
て
も
レ
レ
バ

ン
ト
な
、
し
た
が
っ
て
専
門
外
の
人
々
に
と
っ

て
も
意
味
あ
る
い
く
つ
か
の
断
片
を
、
私
的
に

切
り
取
る
こ
と
に
し
た
。

戦
後
日
本
政
治
学
史
に
つ
い
て
論
じ
た
書
物

は
、
田
口
氏
の
本
書
が
初
め
て
で
は
な
い
。
本

書
第
二
章
「
戦
後
政
治
学
史
へ
の
諸
ア
プ
ロ
ー

チ
」
で
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
、
図
書
新
聞
編
『
日

本
の
学
問
」
（
一
九
六
七
年
）
の
福
島
新
吾
・
升

味
準
之
輔
に
田
口
氏
自
身
の
加
わ
る
座
談
会
か

ら
、
私
が
昨
年
大
学
院
ゼ
ミ
で
用
い
た
大
嶽
秀

夫
「
戦
後
政
治
と
政
治
学
」
『
高
度
成
長
期
の

政
治
学
」
（
東
大
出
版
会
、
一
九
九
四
・
九
九
年
）

ま
で
、
い
く
つ
か
の
試
み
が
あ
る
。
こ
う
し
た

サ
ー
ベ
イ
は
大
学
院
生
や
留
学
生
に
と
っ
て
有

益
で
、
私
自
身
は
こ
れ
ま
で
、
三
宅
一
郎
・
山

口
定
・
村
松
岐
夫
・
進
藤
栄
一
「
日
本
政
治
の

座
標
」
（
有
斐
閣
、
一
九
八
五
年
）
と
大
嶽
秀

夫
の
併
読
を
勧
め
て
き
た
。
本
書
は
、
田
口
氏

の
前
著
『
日
本
政
治
学
史
の
源
流
』
（
未
来
社
、

一
九
八
五
年
）
、
『
日
本
政
治
学
史
の
展
開
買
同

九
○
年
）
に
続
く
戦
後
編
で
、
三
著
に
よ
り
二

○
世
紀
日
本
の
政
治
学
の
概
観
が
完
成
し
、
華

麗
な
烏
鰍
図
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

本
耆
に
登
場
す
る
主
要
な
政
治
学
者
に
は
、

略
歴
と
著
作
目
録
が
付
さ
れ
て
い
る
。
頻
繁
に

登
場
す
る
の
は
『
現
代
日
本
朝
日
人
物
事
典
」

（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
○
年
）
の
記
述
で
あ

る
。
実
は
こ
の
『
事
典
」
の
田
口
氏
の
項
は
、

私
が
書
い
た
。
「
た
ぐ
ち
・
ふ
く
じ
政
治
学

者
。
秋
田
県
生
ま
れ
。
一
九
五
三
年
東
大
政
治

学
科
卒
。
東
大
法
学
部
助
手
、
明
大
政
経
学
部

助
教
授
・
教
授
を
経
て
、
七
五
年
よ
り
名
大
法

学
部
教
授
。
戦
後
日
本
の
代
表
的
な
マ
ル
ク
ス

主
義
政
治
学
者
と
し
て
知
ら
れ
、
国
家
論
、
現

代
政
治
分
析
、
比
較
政
治
、
行
政
学
、
日
本
政

治
学
史
な
ど
多
方
面
で
活
躍
。
自
民
党
・
高
級

官
僚
・
財
界
の
「
三
角
同
盟
』
論
や
、
国
会
・

地
方
自
治
体
・
労
働
運
動
の
「
階
級
闘
争
の
三

つ
の
舞
台
」
等
を
問
題
提
起
し
た
。
『
社
会
集

団
の
政
治
機
能
」
（
六
九
年
）
、
「
マ
ル
ク
ス
主

、

義
政
治
学
の
基
本
問
題
』
（
七
一
年
）
、
『
先
進

国
革
命
と
多
元
的
社
会
主
義
』
（
七
八
年
）
、
「
現

代
資
本
主
義
国
家
」
（
八
二
年
）
な
ど
著
訳
書

多
数
」
と
。
書
名
に
ひ
と
つ
、
誤
り
が
あ
る
。

本
書
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
の
な
ら
、
違
っ
た
書

き
方
が
あ
り
え
た
と
反
省
さ
せ
ら
れ
る
。
こ
う

し
た
短
文
で
こ
そ
「
叙
述
の
象
徴
的
要
約
性
」

が
問
わ
れ
る
の
だ
か
ら
。

私
た
ち
の
世
代
の
読
者
な
ら
ば
、
本
書
に
は

直
接
出
て
こ
な
い
田
口
氏
の
著
作
・
論
文
で
、

サ
ー
ベ
イ
を
目
に
し
た
人
も
多
い
だ
ろ
う
。
私

の
場
合
で
い
え
ば
、
「
事
典
」
に
誤
記
し
た
「
マ

、
、

ル
ク
ス
主
義
政
治
理
論
の
基
本
問
題
」
（
青
木

書
店
、
七
一
年
）
と
『
現
代
政
治
学
の
諸
潮
流
」

（
未
来
社
、
七
三
年
）
で
あ
り
、
よ
り
広
く
読

ま
れ
た
共
著
『
政
治
の
科
学
」
（
あ
ゆ
み
出
版
、

七
二
年
、
青
木
書
店
、
七
四
年
）
や
編
著
『
講

座
マ
ル
ク
ス
主
義
研
究
入
門
２
政
治

学
」
（
青
木
書
店
、
七
四
年
）
で
あ
っ
た
。
そ

『

、
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こ
で
は
「
戦
後
日
本
の
政
治
学
」
の
対
立
軸
が

「
近
代
政
治
学
と
マ
ル
ク
ス
主
義
政
治
学
」
と

設
定
さ
れ
て
お
り
、
田
口
氏
は
、
後
者
「
マ
ル

ク
ス
主
義
政
治
学
」
の
自
他
共
に
認
め
る
旗
手

で
あ
り
、
リ
ー
ダ
ー
だ
っ
た
。
学
生
時
代
の
私

が
田
口
氏
と
初
め
て
会
っ
た
の
は
、
お
そ
ら
く

『
現
代
政
治
学
の
諸
潮
流
」
巻
頭
に
掲
げ
ら
れ

た
「
現
代
の
日
本
と
政
治
学
の
課
題
」
の
も
と

に
な
っ
た
小
研
究
会
の
場
で
、
「
マ
ル
ク
ス
主

義
政
治
学
」
の
参
考
文
献
の
第
一
に
、
当
時
愛

読
し
て
い
た
芝
田
進
午
「
人
間
性
と
人
格
の
理

論
」
（
青
木
書
店
、
六
一
年
）
が
挙
げ
ら
れ
て

い
た
の
が
、
印
象
的
だ
っ
た
。
そ
ん
な
未
完
の

発
展
途
上
領
域
な
ら
、
学
生
運
動
に
没
頭
し
て
、

丸
山
真
男
以
外
は
マ
ル
ク
ス
、
レ
ー
ニ
ン
、
グ

ラ
ム
シ
、
野
呂
榮
太
郎
で
ば
っ
さ
り
切
っ
て
き

た
私
の
よ
う
な
者
で
も
近
づ
け
る
か
な
、
と
生

意
気
に
も
思
っ
た
も
の
だ
っ
た
。

そ
の
芝
田
進
午
氏
の
「
予
研
裁
判
」
途
上
で

の
計
報
に
接
し
て
こ
の
書
評
を
書
き
始
め
た
の

も
、
な
に
や
ら
因
縁
め
く
が
、
一
九
七
○
年
頃

の
田
口
氏
が
、
批
判
対
象
た
る
「
近
代
政
治
学
」

中
に
位
置
づ
け
て
い
た
非
マ
ル
ク
ス
主
義
政
治

学
が
、
本
書
で
は
「
戦
後
政
治
学
」
と
し
て
論

述
の
骨
格
を
な
し
、
そ
の
「
批
判
精
神
」
「
普

遍
的
原
理
」
の
抽
出
・
擁
護
・
継
承
が
、
ポ
ス

ト
・
モ
ダ
ン
派
の
丸
山
真
男
批
判
（
山
之
内
靖

・
酒
井
直
樹
・
姜
尚
中
ら
）
や
ア
メ
リ
カ
留
学

帰
り
が
多
い
『
レ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
」
グ
ル
ー
プ

（
猪
口
孝
・
大
嶽
秀
夫
・
村
松
岐
夫
ら
）
と
の

対
比
で
、
本
書
の
基
調
と
な
る
。
こ
れ
は
、
ど

妄
う
し
た
こ
と
か
？

性
急
で
軽
率
な
読
者
な
ら
ば
、
こ
れ
を
著
者

の
政
治
的
・
方
法
的
立
場
の
変
更
な
い
し
「
転

向
」
と
見
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
注
意
深
く
読
め

ば
、
七
二
年
の
「
戦
後
日
本
の
政
治
学
」
で
も
、

諸
潮
流
を
統
一
戦
線
に
対
す
る
政
治
的
志
向
の

軸
と
史
的
唯
物
論
に
対
す
る
方
法
論
の
軸
を
交

差
し
て
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
田
口
氏
自

身
の
属
す
る
「
マ
ル
ク
ス
主
義
・
統
一
戦
線
派
」

の
第
一
任
務
は
、
「
統
一
戦
線
を
志
向
す
る
非

マ
ル
ク
ス
主
義
政
治
学
と
の
政
治
的
協
力
と
学

問
的
相
互
批
判
」
に
措
定
さ
れ
て
い
た
。
本
書

で
主
要
に
論
じ
ら
れ
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る
「
行

動
論
政
治
学
」
で
も
「
現
実
主
義
者
」
で
も
な

く
、
か
つ
て
の
「
非
マ
ル
ク
ス
主
義
・
統
一
戦

線
派
」
の
系
譜
で
あ
り
、
叙
述
の
は
し
ば
し
で
、

そ
の
「
政
治
的
協
力
と
学
問
的
相
互
批
判
」
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
語
ら
れ
る
。
藤
田
省
三
や
高
畠

通
敏
の
「
転
向
」
研
究
は
、
そ
れ
自
体
「
戦
後

政
治
学
」
の
成
果
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
、
「
転

向
」
概
念
そ
の
も
の
が
歴
史
的
に
扱
わ
れ
る
。

藤
田
の
「
日
本
の
共
産
党
等
の
中
で
ス
タ
ー
リ

ン
主
義
的
傾
向
が
『
運
動
」
を
実
質
的
に
動
か

し
た
の
は
、
皮
肉
に
も
戦
後
の
解
放
後
な
の
で

あ
る
」
と
い
う
指
摘
に
注
目
し
、
高
畠
の
「
運

動
の
政
治
学
」
の
生
成
根
拠
を
述
べ
る
文
脈
に
、

著
者
自
身
の
現
時
点
で
の
「
転
向
」
観
を
読
み

と
る
こ
と
が
で
き
る
。

い
や
「
行
文
の
一
行
一
行
の
中
に
包
み
込
ま

れ
て
い
る
含
意
の
程
」
を
と
る
な
ら
ば
、
丸
山

か
ら
高
畠
に
い
た
る
「
戦
後
政
治
学
」
の
担
い

手
た
ち
は
、
そ
の
理
論
・
方
法
と
政
治
的
志
向

の
歴
史
的
展
開
が
精
査
さ
れ
な
が
ら
、
そ
の
個

性
と
思
想
的
一
貫
性
が
確
認
さ
れ
、
尊
重
さ
れ

て
い
る
。
た
と
え
ば
松
下
圭
一
の
理
論
的
営
為

の
内
に
、
そ
の
大
衆
社
会
論
か
ら
シ
ビ
ル
・
ミ

ニ
マ
ム
論
、
政
策
的
思
考
論
へ
の
軌
跡
に
ラ
ス

キ
の
影
響
を
、
そ
の
一
貫
し
た
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン

と
し
て
ロ
ッ
ク
を
見
出
す
。
肝
心
な
の
は
、
そ

の
理
論
展
開
の
思
想
的
根
拠
で
あ
り
、
そ
れ
を

定
立
す
る
哲
学
で
あ
る
、
と
読
め
る
。
田
口
氏

本 ・ 文 学 と 思 想
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自
身
に
あ
っ
て
は
、
お
そ
ら
く
そ
の
バ
ッ
ク

ボ
ー
ン
は
、
イ
ズ
ム
と
化
し
た
「
マ
ル
ク
ス
主

義
」
で
は
な
く
、
生
身
の
マ
ル
ク
ス
で
あ
り
、

ウ
ェ
ー
バ
ー
で
あ
り
、
丸
山
真
男
で
あ
っ
て
、

そ
の
点
で
は
見
事
に
一
貫
し
て
い
る
。

田
口
氏
は
、
自
称
「
マ
ル
ク
ス
主
義
政
治
学
」

や
『
レ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
」
グ
ル
ー
プ
に
は
、
そ

う
し
た
思
想
的
意
味
を
見
出
し
得
な
か
っ
た
の

だ
ろ
う
。
む
し
ろ
そ
れ
を
、
「
行
動
論
政
治
学
」

の
先
駆
者
に
擬
さ
れ
た
京
極
純
一
や
、
地
味
な

行
政
学
者
と
目
さ
れ
る
足
立
忠
夫
の
丹
念
な
読

み
込
み
に
よ
っ
て
発
掘
す
る
。
京
極
の
「
自
然

村
に
お
け
る
権
力
の
権
威
へ
の
移
行
」
の
論
理

と
マ
ル
ク
ス
『
資
本
制
生
産
に
先
行
す
る
諸
形

態
』
が
相
補
的
に
対
照
さ
れ
、
足
立
の
「
市
民

の
生
活
領
域
」
九
区
分
に
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
的
公

共
性
や
松
下
シ
ビ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム
論
を
補
強
す

る
「
受
忍
の
シ
ビ
ル
・
マ
キ
シ
マ
ム
」
を
読
み

と
る
。
石
田
雄
の
「
組
織
の
各
成
員
の
間
で
共

同
の
組
織
目
的
が
抽
出
さ
れ
る
過
程
」
の
論
理

に
疑
問
を
呈
し
た
上
で
、
「
反
体
制
組
織
や
運

動
の
側
に
お
い
て
も
、
特
殊
な
形
で
の
組
織
へ

の
同
一
化
・
忠
誠
が
強
く
要
請
さ
れ
る
状
況
に

お
い
て
は
、
象
徴
の
情
動
的
機
能
も
広
汎
に
動

員
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
規
律
の
自
己
目
的
化

の
危
険
も
ま
た
生
れ
て
く
る
こ
と
、
マ
ル
ク
ス

主
義
に
お
け
る
『
理
論
と
実
践
と
の
統
三
 
と

い
う
原
則
が
、
現
代
社
会
に
お
い
て
は
情
動
的

機
能
に
よ
る
同
調
性
強
化
を
合
理
化
す
る
手
段

と
さ
れ
る
危
険
性
の
大
き
い
こ
と
に
十
分
注
目

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
創
見
を
評
価

す
る
。
あ
ざ
や
か
で
あ
る
。

本
書
で
は
、
論
じ
る
対
象
が
著
者
田
口
氏
の

恩
師
・
先
輩
・
友
人
が
大
部
分
で
あ
る
が
故

に
、
本
文
中
に
も
「
私
」
が
た
び
た
び
登
場
し
、

専
門
外
の
読
者
に
も
な
じ
み
や
す
い
も
の
に
し

て
い
る
。
「
戦
後
政
治
学
」
を
論
じ
な
が
ら
、

実
は
田
口
氏
自
身
の
思
想
的
軌
跡
と
格
闘
が
、

行
間
に
に
じ
み
で
て
い
る
。
つ
ま
り
本
書
は
、

師
で
あ
る
丸
山
真
男
か
ら
同
期
の
高
畠
通
敏
の

歩
み
ま
で
を
鏡
と
し
た
「
田
口
政
治
学
」
の
自

己
省
察
で
あ
り
「
自
己
内
対
話
」
な
の
だ
。
「
自

己
内
対
話
」
に
は
痛
み
を
伴
う
。
「
魂
な
き
学

問
」
か
ら
は
省
察
は
生
ま
れ
な
い
・
結
び
で
「
戦

後
政
治
学
」
系
譜
の
最
新
刊
で
あ
る
小
林
正
弥

「
政
治
的
恩
顧
主
義
論
」
（
東
大
出
版
会
）
を
引

き
な
が
ら
、
「
実
践
的
・
規
範
的
政
治
哲
学
な

い
し
公
共
哲
学
の
樹
立
」
を
今
日
の
緊
急
な
課

題
と
す
る
の
は
、
「
戦
後
政
治
学
」
と
は
丸
山

、
、
、
、

を
出
発
点
と
し
た
「
民
主
主
義
政
治
学
」
で
あ

っ
た
こ
と
を
再
確
認
し
た
、
田
口
氏
の
到
達
点

な
の
だ
ろ
う
。
本
書
の
手
法
を
借
り
て
い
え
ば
、

本
書
と
同
時
に
刊
行
さ
れ
た
立
命
館
大
学
『
政

策
科
学
」
八
巻
三
号
（
田
口
教
授
退
任
記
念
論

文
集
）
に
収
録
さ
れ
た
最
終
講
義
が
、
「
二
一

世
紀
に
お
け
る
社
会
主
義
と
日
本
国
憲
法
の
命

運
」
で
あ
る
こ
と
も
、
そ
れ
を
傍
証
す
る
。
「
現

存
し
た
社
会
主
義
」
と
は
異
な
る
「
思
想
と
し

て
の
社
会
主
義
」
は
、
彼
岸
に
で
は
な
く
、
丸

山
真
男
の
「
民
主
主
義
の
永
久
革
命
」
の
圏
内

に
孕
ま
れ
、
脈
打
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
か
つ
て
は
「
近
代
政
治
学
」

の
彼
岸
に
構
想
さ
れ
た
「
マ
ル
ク
ス
主
義
政
治

学
」
は
、
本
書
で
は
末
尾
の
「
小
括
」
に
お
け

る
「
間
奏
曲
」
と
し
て
の
み
、
明
示
的
に
語
ら

れ
る
。
「
こ
こ
で
間
奏
曲
風
に
、
戦
後
日
本
政

治
学
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
主
義
的
潮
流
の
命
運

に
つ
い
て
一
言
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
」
と

し
て
、
一
九
五
○
年
『
年
報
政
治
学
』
創
刊
号

座
談
会
で
「
史
的
唯
物
論
と
近
代
政
治
学
の
対

決
」
が
語
ら
れ
た
時
期
か
ら
、
「
一
九
五
四
年

頃
か
ら
一
九
六
二
年
頃
ま
で
の
学
会
出
席
者
の

口
引
■

、
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大
雑
把
に
は
三
分
の
一
が
い
わ
ゆ
る
「
マ
ル
ク

ス
主
義
的
傾
向
』
の
左
翼
」
で
あ
っ
た
ピ
ー
ク

期
を
経
て
、
七
○
年
代
後
半
か
ら
 
弓
マ
ル
ク

ス
主
義
政
治
学
（
者
）
」
を
自
称
す
る
学
会
員

は
少
な
く
な
り
、
八
○
年
代
に
は
、
皆
無
に
近

く
な
り
、
い
わ
ゆ
る
学
会
政
治
に
お
け
る
影
響

力
も
、
お
そ
ら
く
完
全
に
な
く
な
っ
て
い
る
」
、

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
型
共
産
主
義
運
動
の
崩
壊
と
九

三
・
九
四
年
の
日
本
共
産
党
の
丸
山
真
男
批
判

に
よ
り
「
「
マ
ル
ク
ス
主
義
政
治
学
派
』
が
再

建
さ
れ
る
可
能
性
は
か
ぎ
り
な
く
ゼ
ロ
に
近

い
」
と
率
直
に
吐
露
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
さ
ら

り
と
触
れ
ら
れ
る
の
み
だ
が
、
そ
の
没
落
へ
の

転
換
点
が
、
実
は
著
者
自
身
を
一
方
の
当
事
者

と
す
る
「
八
○
年
頃
の
『
不
破
・
田
口
論
争
」

の
経
験
」
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
私
た
ち
に
は
周

知
の
事
実
で
あ
る
。
そ
の
頃
田
口
氏
に
勧
め
ら

れ
て
「
マ
ル
ク
ス
主
義
政
治
学
派
」
の
末
端
に

入
り
、
数
周
遅
れ
の
ラ
ン
ナ
ー
の
一
人
に
な
っ

た
私
に
と
っ
て
も
、
「
身
に
つ
ま
さ
れ
る
話
」

で
あ
る
。

し
か
も
こ
の
間
奏
曲
は
、
最
終
楽
章
で
独
奏

さ
れ
る
に
し
て
も
、
本
書
の
全
体
に
わ
た
っ
て
、

執
勧
低
音
と
し
て
リ
フ
レ
イ
ン
さ
れ
る
。
『
葦

牙
」
読
者
な
ら
ば
、
学
問
的
に
禁
欲
し
た
叙
述

の
行
間
に
流
れ
る
そ
う
し
た
調
べ
に
、
深
い
感

銘
を
受
け
る
で
あ
ろ
う
。
「
経
験
」
を
共
有
し

た
者
の
み
が
感
得
し
う
る
重
み
と
同
感
を
も
っ

て
。
も
っ
と
も
田
口
氏
が
述
べ
る
「
マ
ル
ク
ス

主
義
」
の
窮
状
は
、
政
治
学
に
限
っ
た
も
の
で

は
な
い
。
前
出
「
講
座
マ
ル
ク
ス
主
義
研
究

入
門
」
に
は
、
田
口
編
政
治
学
の
ほ
か
に
、
芝

田
進
午
編
哲
学
、
金
子
ハ
ル
オ
編
経
済
学
、
永

原
慶
二
編
歴
史
学
が
入
っ
て
い
た
が
、
い
ず
れ

の
学
会
で
も
「
マ
ル
ク
ス
主
義
」
を
自
称
す
る

者
は
ゲ
ッ
ト
ー
に
追
い
や
ら
れ
、
学
会
ナ
シ
ョ

ナ
ル
セ
ン
タ
ー
レ
ベ
ル
で
の
再
建
可
能
性
は

「
か
ぎ
り
な
く
ゼ
ロ
に
近
い
」
。
七
○
年
代
に
私

た
ち
「
団
塊
の
世
代
」
を
知
的
に
魅
了
し
た
「
現

代
と
思
想
」
誌
が
本
書
に
一
度
も
登
場
し
な
い

の
は
、
そ
う
し
た
「
食
い
逃
げ
世
代
」
（
金
子

勝
）
の
思
想
的
責
任
を
問
う
、
暗
黙
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
も
読
め
る
。
つ
ら
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

だ
と
す
れ
ば
、
私
た
ち
「
遅
れ
て
き
た
世
代
」

の
な
す
べ
き
こ
と
は
、
そ
の
「
敗
北
」
の
根
拠

を
さ
ぐ
る
作
業
と
な
る
。
そ
う
し
た
作
業
は
、

「
戦
後
政
治
学
の
英
雄
時
代
」
の
一
翼
に
あ
り
、

自
ら
の
政
治
学
体
系
か
ら
学
史
・
行
政
学
・
民

族
論
に
い
た
る
各
論
ま
で
も
の
さ
れ
た
田
口
氏

と
は
、
同
じ
課
題
設
定
で
は
あ
り
え
な
い
。
田

口
氏
と
同
時
に
定
年
を
迎
え
た
法
政
大
学
の
高

橋
彦
博
氏
も
「
戦
間
期
日
本
の
社
会
研
究
セ
ン

タ
ー
』
（
柏
書
房
）
と
題
す
る
重
厚
な
著
作
を

公
刊
さ
れ
た
が
、
そ
う
し
た
先
学
に
学
び
つ
つ
、

再
び
藤
田
省
三
の
華
麗
な
筆
致
を
借
り
れ
ば
、

「
現
実
か
ら
取
り
出
さ
れ
た
断
片
の
並
べ
方
次

第
で
断
片
の
生
ま
れ
変
わ
り
と
新
た
な
全
体
像

の
誕
生
が
も
た
ら
さ
れ
る
の
は
、
人
間
社
会
に

固
有
な
歴
史
的
考
察
の
特
質
に
他
な
ら
な
い
」

の
だ
か
ら
、
「
今
の
日
本
の
圧
倒
的
な
超
実
利
主

義
的
空
気
の
中
で
、
「
現
実
に
は
絶
え
ず
敗
れ

な
が
ら
」
、
そ
の
敗
北
と
い
う
重
要
な
経
験
を

経
験
す
る
こ
と
を
通
し
て
一
つ
の
世
界
を
切
り

開
い
て
い
く
「
劣
者
の
劣
位
性
』
の
可
能
性
と

世
界
形
成
性
」
に
着
床
し
て
ゆ
く
こ
と
だ
ろ
う
。

田
口
氏
は
本
書
を
、
本
書
の
前
史
で
あ
る
『
日

本
政
治
学
史
の
源
流
ｌ
小
野
塚
嘉
平
次
の
政

治
学
』
に
続
い
て
、
「
ゼ
ミ
生
の
私
が
少
し
づ

つ
『
左
傾
』
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
察
知
さ
れ
な

が
ら
、
同
僚
教
授
の
ク
レ
ー
ム
に
抗
さ
れ
て
、

私
を
助
手
に
採
用
し
て
下
さ
っ
た
」
故
堀
豊
彦

教
授
に
再
び
捧
げ
て
い
る
。
異
例
の
こ
と
で
あ
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る
。
だ
が
そ
の
よ
う
な
師
弟
関
係
も
、
「
政
治

学
」
と
い
う
学
問
が
「
成
長
産
業
」
で
あ
り
え

た
二
○
世
紀
日
本
と
い
う
特
異
な
時
間
・
空
間

の
産
物
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
か
ら
、

い
ま
だ
に
「
政
治
学
者
」
と
名
乗
る
の
に
た
め

ら
い
を
持
ち
、
主
題
に
「
政
治
学
」
と
銘
打
つ

死
者
と
の
対
話
が
紡
ぐ
受
難
と
復
活
の
物
語

大
江
健
三
郎
著
『
取
り
替
え
子
 
チ
ェ
ン
ジ
リ
ン
グ
』

「
お
れ
は
向
こ
う
側
に
移
行
す
る
」
と
（
Ⅱ
伊

丹
十
三
）
が
い
っ
た
後
、
ド
シ
ン
と
い
う
大
き

な
音
が
録
音
さ
れ
て
い
る
テ
ー
プ
を
、
古
義
人

（
Ⅱ
大
江
）
が
田
亀
（
ヘ
ッ
ド
フ
オ
ー
ン
）
を
通

し
て
聴
い
て
い
る
。
そ
こ
に
、
吾
良
の
妹
で
あ

る
古
義
人
の
妻
・
千
樫
が
Ｉ
吾
良
が
自
殺
し

ま
し
た
、
と
知
ら
せ
に
や
っ
て
く
る
。
そ
ん
な

場
面
か
ら
こ
の
小
説
は
始
ま
る
。
こ
の
墜
落
死

事
件
の
後
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
か
ら
逃
れ
る
よ

う
に
古
義
人
は
、
講
義
を
受
け
持
た
な
い
か
と

単
著
を
一
度
も
書
け
ず
に
い
る
不
肖
の
弟
子
と

し
て
は
、
『
現
代
日
本
人
物
事
典
」
二
一
世
紀

版
に
は
本
書
を
真
っ
先
に
挙
げ
る
こ
と
を
約
す

の
み
で
、
本
格
的
な
「
田
口
政
治
学
」
の
論
評

は
，
他
日
を
期
す
以
外
に
な
い
。

（
東
京
大
学
出
版
会
、
定
価
五
八
○
○
円
十
税
）

山
根
献

い
う
誘
い
に
の
っ
て
、
ベ
ル
リ
ン
自
由
大
学
に

で
か
け
る
。
そ
の
百
日
間
の
号
四
日
目
目
の
（
隔

離
）
を
は
さ
ん
で
、
吾
良
が
遺
し
て
い
っ
た
カ

セ
ッ
ト
テ
ー
プ
と
、
シ
ナ
リ
オ
や
絵
コ
ン
テ
を

通
し
て
、
吾
良
と
の
対
話
が
つ
づ
け
ら
れ
る
。

ダ
ン
テ
の
「
神
曲
」
さ
な
が
ら
に
、
肉
体
を
離

れ
た
死
者
の
魂
と
の
対
話
が
成
立
す
る
大
江
独

特
の
ク
ロ
ノ
ト
ポ
ス
（
内
面
世
界
の
時
空
間
）

が
こ
こ
に
作
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
時
空

間
を
介
し
て
、
吾
良
と
過
ご
し
た
青
年
時
、
二

人
が
共
有
し
た
経
験
が
反
拐
さ
れ
る
。
十
七
歳

の
古
義
人
と
十
八
歳
の
吾
良
は
小
林
秀
雄
訳
の

ラ
ン
ポ
オ
の
散
文
詩
に
惹
き
つ
け
ら
れ
た
が
、

そ
の
陶
酔
の
仕
方
に
早
熟
な
二
人
が
共
有
し
た

経
験
の
内
実
は
示
さ
れ
て
い
た
。
古
義
人
は
、

こ
の
よ
う
に
し
て
過
去
の
青
年
時
の
諸
経
験
に

立
ち
戻
り
、
そ
こ
に
新
し
い
感
情
の
ひ
ら
め
き

を
感
じ
、
そ
の
感
情
に
含
ま
れ
て
い
た
こ
れ
ま

で
知
ら
な
か
っ
た
新
し
い
意
味
を
発
見
し
、
そ

れ
に
よ
っ
て
あ
ら
た
め
て
新
鮮
な
勇
気
を
手
に

入
れ
て
ゆ
く
。
そ
し
て
吾
良
の
死
が
、
物
語
の

「
終
り
」
で
は
な
く
、
生
の
「
始
ま
り
」
の
物

語
に
な
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
吾
良
と
の
対
話

を
通
し
て
古
義
人
は
、
過
去
の
一
連
の
出
来
事

に
一
貫
性
を
も
っ
た
意
味
が
含
ま
れ
て
い
た
こ

と
に
気
付
い
て
ゆ
く
。

吾
良
に
は
暴
力
団
に
襲
わ
れ
た
経
験
が
あ

り
、
二
名
の
ヤ
ク
ザ
に
襲
撃
さ
れ
、
頸
を
刺
さ

れ
て
い
た
。
古
義
人
に
は
、
か
つ
て
右
翼
少
年

の
暗
殺
事
件
を
題
材
に
し
て
『
政
治
少
年
の
死
』

（
Ⅱ
『
政
治
少
年
死
す
』
一
九
六
一
年
ｌ
カ
ッ

コ
内
は
実
作
品
名
）
を
書
い
た
直
後
、
脅
迫
さ

れ
た
経
験
が
あ
り
、
現
在
も
な
お
そ
の
小
説
は

全
集
に
収
録
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
後
も
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